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What is Apple Making? 
 
	 この 2 年で私の生活、と言うより「もの
の考え方」が激変した。 
	 一昨年から給付された科研費「情報爆発
時代の観光情報学」によって、研究資金に
余裕のできた私は、初めてアップル製のパ
ソコンを購入してみることになった。 
	 私がパソコンに初めて触ったのは、1980
年代の初頭であるが、この頃は為替も 1 ド
ル 200 円を超えていたため、アップル II は
35−36 万ぐらいしたことを覚えている。 
	 アップルはとても親に頼んで買ってもら
える値段ではなかったので、NEC のパピコ
ン（PC-6001）と呼ばれたホームコンピュー
タを入手し、それでプログラミングの練習
などをおこなっていた。 
	 憧れから 30 年程度経って初めて入手した
アップル製品は、非常に美しく、持ってい
るだけで何か偉くなったような錯覚を感じ
させてくれた。特に二本指でスクロールさ
せるユーザーインターフェースは、あまり
に“人間的”で驚嘆してしまった。 
	 では、我々研究者にとって、アップル製
品はどのような意味を持つのであろうか。 
	 研究歴が長い人は、Mac そしてアップル
との関わりもそれなりにある。 
	 北海道むかわ町の道の駅と北大の博物館
では、2009 年にノーベル化学賞を受賞した
鈴木章名誉教授の研究室が再現されており、
そこでは「当時化学式が扱えたパソコンは
Mac しかなかった」という記述がある。Mac
がなければクロスカップリングの発見はか
なり遅れていたであろうし、北大にノーベ
ル賞が来ることもなかったかもしれない。 
写真 1	 北海道大学総合博物館で再現されてい
た鈴木名誉教授の研究室。机や椅子は鈴木名誉
教授が実際に使っていたものであるが、MAC に
ついては同時代性を感じさせるマシンを展示し
たものであり、鈴木教授の“愛機”というわけ
ではないことを申し沿えておく。	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【エッセイ】
	 私が初めて国際会議で発表した内容は、
当時目をかけてくださった数学の先生との
共著で Mathematica のシミュレーションを
扱ったものだった。Mathematica は初期のバ
ージョンでは Mac でしか動かず、Mac がな
ければ私の国際会議でのデビューも遅くな
っていた可能性もある。 
	 Blog を巡回していると、「Jobs が作ってい
なくても、誰かが作ったであろうから、長
期的には今と変わりない社会が出現してい
た」という記述を散見するが私はじつはそ
うは思えない。 
	 ヨーロッパで火薬・羅針盤・活版印刷が
発明される以前に中国で同種の技術はすで
に実用化されていたが、社会がその技術を
欲していないうちは、そのイノベーション
は一般化しない。中国史における火薬・羅
針盤・活版印刷は技術的にはその時代の最
先端を走っていたであろうが、これの発明
はその時点では世界史を塗り替えていない
のである。世界の構造の変化をもたらした
のは、15 世紀末以降のヨーロッパにおける
上記「発明」であるが、ヨーロッパ経済の
膨張が新しい技術と結合し、その技術はイ
ノベーション（革新）としての性質を見せ
ることなった1。 
	 Apple の製品は、よく「新しい価値」を作
                                            
1 私は、iPhone の GPS 機能を使って観光を
活性化できないかと考えているが、 
日本が観光立国に向かい始めたからこそ
iPhone の技術を使って何かやってみようと
思うようになった。 
り出していると言われているが、筆者に言
わせれば、それは消費者が明確には気づい
ていない潜在需要を喚起するとともに、需
要者本人がその製品と出会うことで非常に
質の高い生き方が可能となるような“導き”
を指しているのだと思われる。 
	 冒頭で述べた、「ものの考え方自体を変え
てしまった」というのは、実はアップルの
製品の完成度があまりにも高く、私の中に
あった大量生産、大量消費を肯定するよう
な価値構造を破壊してしまったことを意味
している。MAC に出会うまでは、パソコン
などはただの道具だと思っていたし、
Windows が動きさえすれば、それは安物で
も事足りた。実際、中国や台湾製の安いパ
ソコンが市場を席巻している。しかし、ア
ップル製品を一度触ってしまうと、そのク
オリティに心酔してしまい、この製品なく
しては一日も過ごせなくなってしまう。こ
の意味において、アップル製品は単なる道
具を超えた“相棒”のような存在となり、触っ
ているだけで私の知的好奇心をインスパイ
アし続ける2。言い換えれば、これまで、使
                                            
2 某公立大学では、研究費による iPad の購
入が禁止されたと聞く。これは事務方がイ
ノベーションの本質をわかっていないため
に生じた不幸な規制であろう。この規制の
理由は「使用目的が不明確」だからだそう
だが、アップルの製品は、「なんとなく弄っ
ているうちに、突然活用法をひらめく」と
いう道具であり、道具を作ったジョブズと
ユーザーとの交流の中で、自然と使い方が
見出されるものである。目的を明らかにで
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えれば何でもいいと思っていたパソコンと
いう道具に、単なる物を超えた価値を感じ
始め、結果的に“もの”を使い捨ての対象とは
考えなくなるという境地に至った。ある口
の悪い IT 企業のキーパーソンは、「アップ
ルのユーザーはあのリンゴマークだけに
500 ドルも余計に払っている」という趣旨の
言葉を発したそうだが、これはアップルユ
ーザーに対する最大の賛辞であるといえる
かもしれない。我々アップルユーザーは、
あのリンゴマークを眺めているだけで知的
生産に繋がりそうな気がするし、自分が何
か生み出せそうな気がしてくるものである3。 
	 これはビジカルクの頃からそうだったの
かもしれない。私が使っているMac Book Air
も、研究費があたったので「もしかしたら
便利かもしれない」程度の理由で買ったも
                                                                       
きないが、きっといつか役に立つはずだか
ら買っておきたいという研究者の要望はも
っともなものであるし、それに応えられな
い事務システムはもはや研究機関の体をな
していない。 
3 iPhone に使われている個別の技術は、実
はそれほどレベルが高いわけでもなく、エ
ンジニアたちにとっては公知のものであっ
たと言われている。事実、iPhone が登場す
る前から、シャープはすでにスマートホン
という概念を提唱しており、製品としては
“Zero-3”と呼ばれるランナップが提供さ
れていた。そのシリーズは国内ではそれな
りに売れていたが、iPhone の影響力は凄ま
じく、その後、Zero-3 のユーザーは激減し
てしまった。 
 
 
のが今では欠かせない研究アイテム、ツー
ルになってしまった。iPhone や iPad と組み
合わせることで、観光の研究に無限の可能
性を感じさせてくれる。今の私の研究生活
を楽しく充実したものにしてくれたジョッ
ブズには心から感謝と哀悼の意を示したい
と思う。 
 
	 このアップル製品と地域とのつながりを
考える時、実はこれまでの企業体とは異な
る関係性があることに気づく。 
	 アップルが地域経済に貢献をしているか
といえば、実は分析が大変難しい。 
	 アップルは部品を世界中から調達し、そ
れを海外の工場で組み立て世界中に出荷す
るため、シリコンバレーにおいての雇用創
出能力はそれほど高くはない。しかし、司
令塔としての本社はシリコンバレーにあり、
そこは Infinite Loop1 と呼ばれ、世界中から
アップル信者が訪れている。本社の隣には、
マグカップや T シャツなどを売るちょっと
したショップがあるが、取り立てて見学者
用の施設があるわけではない。私が訪れた
ときは、ちょうどクリスマス休暇のシーズ
ンで、その土産物屋も閉店していた。しか
し、その期間中でも、世界中からアップル
の“信者”はたくさん集まってくるのである。
特に 2011 年はジョブズが逝去した年である
ためか、多くのアップルファンが Infinite 
Loop1 によりたくさん集まっている感じが
する。 
	 こうした企業と地域の関わり方は非常に
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興味深い。例えば、Panasonic のテレビは世
界中で売れているが、だからといって
Panasonic 本社ビルの前でどうしても写真を
取りたいというユーザーはいないであろう。 
	 Windows マシンを作っている企業に対し
ては、ユーザーはハードへの愛着を持たな
いのが当然であるから、当然、デルや SONY
の本社ビルの前で写真をとる人は現れない。
同時に、わざわざマイクロソフトの本社を
訪れ、その前で記念写真を取っておきたい
と思う人もあまりいないと思われる。OS を
含むソフトウェアはハードを動かす仕掛け
や道具にすぎないからである。 
	 アップル製品は、従来のハードとソフト
を分離する考え方を根本的に壊し、ハード 
とソフトをわけずに“アップル製品”として
ブランディングすることに成功している。
まさに「リンゴマーク」を有りがたがって
いる状況である。そしてこの、ブランド力
は、何ら観光資源がなく、また製品も実際
作られていない地に、何故か多くの人々を
呼び寄せている。従来の観光学の視点から
見た場合、このような人の移動は説明をつ
けにくいのである。 
 
	 このようにアップルは人の移動に関する
観光学の理論までイノベートしてしまった。
「死せるジョブズ、生けるファンを走らす」
と言った感じだろうか。 
写真 2	 アップル本社がおかれている Infinite Loop1 の様子。多くのア
ジア系の人々が写真を撮りに訪れていた。 
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